
　　田園ラグビースクール

安全対策について

2026年４月改定



田園ラグビースクールの安全対策

◻練習時のメディカル体制について
・ミルキー・ミニ　　ドクター（村松、嘉山、福井）
・ジュニア　　　　　トレーナー、樋口

◻医薬品等の準備
・各学年のメディカルバッグに最低限の物を入れておく。
・補充等は安全対策部会で実施。
・AEDはミルキー・ミニで1台、ジュニアで1台保有する。

◻健康上注意が必要な選手の情報管理
・保護者からの情報提供により、普段の練習から配慮する。
　（合宿等ではアレルギーなどに注意が必要。）

◻事故発生時の受診先（荏田グラウンドの場合）
・横浜新都市脳神経外科病院　　 24時間365日受付対応  　045-911-2011 （代表）

◻各練習場所のEAP作成

◻コーチは全員、SA（セーフティーアシスタント）講習を受講し、SA資格保持者とする。



連絡体制（安全対策LINE）

1．メディカル関係者、各学年HC、事務局メンバーでLINEグループを作成。

2．活動中に起きた怪我などの情報共有を行う。

3．グラウンドにメディカル関係者が不在の際、現場での対応、病院受診するかどうか、

　　受診先病院のアドバイス等をLINEでやり取りする。

4．保護者からの報告等もLINEグループ内で共有しフォローする。

5．３ヶ月ごとに怪我等の状況をまとめ、共有する。



荏田グラウンドEAP

倉庫・クラブハウス内

クラブハウス入って右

・施設名称：( 清水建設荏田グラウンド )
・施設住所：( 横浜市都筑区荏田南町741-1 )

【近隣医療機関】

・横浜新都市脳神経外科病院
　※24時間365日受付対応 　　
　　045-911-2011 （代表）



新横浜公園第１運動広場EAP

第２レストハウス

第２レストハウス内

・施設名称：( 新横浜公園第１運動広場 )
・施設住所：( 横浜市港北区小机町3300)

【近隣医療機関】

・横浜労災病院　　
　※緊急時24時間365日受付対応
　
　　045−474−8111（代表）



新横浜公園第２運動広場EAP

第3レストハウス

第3レストハウス内

・施設名称：( 新横浜公園第２運動広場 )
・施設住所：( 横浜市港北区小机町3300)

【近隣医療機関】

・横浜労災病院　　
　※緊急時24時間365日受付対応
　
　　045−474−8111（代表）



赤田西公園EAP

公園中央に集まる！

担当コーチが持参

・施設名称：( 赤田西公園 )
・施設住所：( 横浜市青葉区あざみ野南3丁目1-1）

【近隣医療機関】

・横浜新都市脳神経外科病院
　※24時間365日受付対応 　　
　　045-911-2011 （代表）

落雷発生時の対応（近くに安全な建物や乗り物がない場合）

●近くに避難する場所がないような場合には、低い場所を探してしゃがむ (雷
しゃがみ )など、できるだけ   姿勢を低くするとともに、地面との接地面をできる
限り少なくします。  

●電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物体のてっぺんを 45度以上の角度で
見上げる範囲で、   その物体から 4m以上離れたところに退避します。

● 高い木の近くは危険なので、最低でも木の全ての幹、枝、葉から 2m以上は
離れましょう。



赤田東公園EAP

コミュニティハウス内

担当コーチが持参

・施設名称：( 赤田東公園 )
・施設住所：( 横浜市青葉区あざみ野南1-4-1)

【近隣医療機関】

・横浜新都市脳神経外科病院
　※24時間365日受付対応 　　
　　045-911-2011 （代表）



外傷・けが　フローチャート

けがの発生

緊急性を判断
メディカル不在時

HCが判断

現場で必要な処置実施
医療機関受診を判断

メディカル不在時
LINEグループで相談

受診不要 同日受診 後日受診

受診結果や治療経過をLINEグループで報告共有

救急車要請　119

緊急性ありと判断する場合
・意識障害
・開放骨折
・内臓損傷の疑い
・下肢の外傷で歩行困難
・他現場で必要と判断した場合

緊急性あり



脳震盪の診断あり

頭部への衝撃を確認

頭部外傷（脳震盪）　フローチャート

脳振盪症状の確認（CRT5を使用）
メディカル不在時HCが判断

保護者へ「受診勧告書」を渡して説明

医療機関受診
推奨医療機関：横浜新都市脳神経外科病院

受診結果や治療経過を LINEグループで報告共有

即プレー中止
＝プレーに戻さない

脳震盪を疑う症状
• 頭痛／痛みが増してくる
• めまい／ものが２重に見える
• 気分不快
• 首が痛い
• 嘔気・嘔吐
• けいれん 
• バランスの障害
• 反応の鈍さ
• １回でも意識を失った
• 落ち着かず、イライラする

脳震盪の疑いあり

HCより段階的競技復帰（GRTP）プリトコルを案内

脳震盪の診断なし

医師の許可後、競技復帰可能





頭部外傷（脳震盪）

救急車要請が必要

病院受診が必要

• 持続する意識障害
• 呼吸障害
• 手足の麻痺
• 言語障害
• けいれん
• 繰り返す嘔吐
• 瞳孔不同

• 意識消失があった
• 外傷後の記憶がはっきりしない
• これまでにない頭痛あるいは持続する頭痛
• めまい・ふらつきや複視
• 麻痺（手足に力が入りにくい）やしびれ
• 興奮や混乱がある
• 何度も繰り返している脳振盪



段階的競技復帰（GRTP）
プレーヤーが中学生以下の場合
・SCAT5の利用を推奨（8〜12歳ではChild SCATを利用）
・受傷後24時間は症状が悪化しない程度の日常活動を行う（ステージ1）
・その後day16まではステージ2にとどまる（ステージ2Aと2Bは同じ日に実施可能）
・day16以降、症状がない場合は2日間ずつかけてステージ5まで進む
・day23に試合復帰可能（ステージ6）
・次に進んだステージで症状がでたら一つ前のステージにもどる



熱中症　フローチャート

熱中症を疑うの症状 →　めまい、大量の発汗、頭痛、筋肉痛、嘔吐、倦怠感、集中力低下、意識障害

意識障害の有無
メディカル不在時はHCが判断

救急車要請　119

涼しい場所で休息。自力で水分を摂取

休息＋水分・塩分摂取で症状の改善

経過観察＋保護者へ連絡し送迎依頼

医療機関を受診

受診結果や経過をLINEグループで報告・共有

できる できない

なし
あり

なし

※改善は約30分でめまい・頭痛・吐気がなくなり、自力歩行が可能な状態。

あり＝呼びかけに反応しない場合



メディカルバッグ内の備品

◻安全対策部会にて定期的に確認を行う。

◻備品類はまとめて購入し荏田倉庫内で保管する。

◻不足品や購入希望品がある場合は、
　安全対策部会及び事務局にて選定、購入する。


